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　2000年代に入り、「20〇〇年問題」という言葉をよく見聞きす
るようになりました。社会福祉の分野においては、2025年問題や
2040年問題が代表的ですが、社会全体で見るとほぼ毎年のように
「20〇〇年問題」が存在します。最近では、10年後や20年後の日
本の未来を悲観的論調で予測する憂慮本がベストセラーになって
います。高齢化や少子化、人口減少、地方消滅、格差の拡大、国際
問題、気候変動、自然災害…と枚挙にいとまがありません。
　その中で、障害福祉関連の問題については私たちも責任主体だ
と心得ています。「悲観的に準備し、楽観的に対処せよ」という
危機管理の鉄則があります。最悪の事態を想定しながらも、明る
い豊かな未来を信じて前向きに行動していきたいと思います。
　本年もどうぞよろしくお願い致します。

施設長　松浦光毅各事業所代表の利用者さんと新年祈願

この度の令和6年能登半島地震により犠牲となられた方々に謹んでお悔やみを申し上げますとともに

被災された皆様、また、ご家族・関係者の皆様に心からお見舞いを申し上げます。



『
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
研
修
を
終
え
て
』 

 

生
活
支
援
員 

 

山
本
貴
寛 

 

ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
、
積
極
的
に
取

り
入
れ
る
事
で
た
く
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
が

得
ら
れ
る
有
効
な
指
導
方
法
・
対
人
援
助
の

事
で
す
。 

新
人
職
員
や
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
し
て

い
る
職
員
等(

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー)

を
、
管

理
者
や
リ
ー
ダ
ー
、
育
成
担
当
者
等(

ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー)

が
サ
ポ
ー
ト
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
っ
て
い
く
事
を
基
本
と
し
て
、
バ
イ

ジ
ー
の
挫
折
や
バ
ー
ン
ア
ウ
ト(

燃
え
尽
き

症
候
群)

を
ケ
ア
し
て
い
く
事
も
目
的
と
し

て
い
ま
す
。 

今
回
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修
会

に
４
日
間
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
研
修

会
全
体
を
通
し
て
、
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の

重
要
性
と
人
材
育
成
や
人
材
活
用
の
プ
ロ

セ
ス
を
学
ぶ
事
が
出
来
ま
し
た
。 

ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
が
上
手
く
い
く
か

ど
う
か
は
、
バ
イ
ザ
ー
と
バ
イ
ジ
ー
と
の
関

係(

㏜
関
係)

の
在
り
方
が
重
要
で
あ
る
事
。

こ
の
関
係
は
、
当
事
者(

利
用
者
さ
ん)

や
後

輩(

新
し
い
㏜
関
係)

に
そ
の
ま
ま
連
鎖
し

ま
す
。 

こ
れ
は
子
育
て
に
も
似
て
い
て
、
親
か
ら

教
わ
っ
た
事
を
自
分
の
子
に
も
同
じ
事
を

し
、
そ
の
子
は
周
り
に
も
同
じ
事
を
す
る
の

と
同
じ
事
で
す
。 

こ
の
㏜
関
係
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る

為
に
は
、
バ
イ
ジ
ー
の
溜
ま
っ
た
不
安
や
葛

藤
を
小
出
し
に
吐
き
出
し
て
も
ら
う
事
が

大
事
で
す
。
こ
れ
は
、
人
に
話
す
事
で
少
し

ず
つ
解
消
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

こ
こ
で
難
し
い
の
が
、
自
分
の
気
持
ち
を

吐
き
出
し
て
も
ら
う
ま
で
の
道
筋
で
す
。 

話
し
や
す
い
雰
囲
気
を
作
る
事
や
否
定

を
し
な
い
事(

自
己
肯
定
感
を
高
め
る)

、
相

手
の
話
を
理
解
す
る
ま
で
助
言
は
し
な
い

(

自
分
の
考
え
を
吐
き
出
し
て
も
ら
う
為)

、

経
過
を
定
期
的
に
尋
ね
る(

気
に
掛
け
て
い 

 

る)

等
の
い
く
つ
か
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
こ
に
行
き
つ
く
ま
で
の
信
頼
関
係
の
構 

築
を
今
後
関
わ
る
人
達
と
行
っ
て
い
け
た

ら
と
考
え
ま
す
。 

ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
行
う
際
、
上
か
ら

覗
い
て
引
っ
張
り
上
げ
る
イ
メ
ー
ジ
で
は

上
手
く
い
き
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
景
色
が
見
え

て
い
る
の
か
？
同
じ
景
色
を
見
な
が
ら
一

緒
に
上
が
っ
て
い
く
事
が
理
想
と
な
り
ま

す
。 新

人
職
員
に
限
ら
ず
、
中
堅
職
員
や
ベ
テ

ラ
ン
職
員
等
、
誰
し
も
が
サ
ポ
ー
ト
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
。
周
囲
の
人
の
気
持
ち
の
変

化
に
気
付
き
、
適
格
な
サ
ポ
ー
ト
が
出
来
る

人
材
に
今
後
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

『
発
達
障
害
連
続
講
座
を
受
講
し
て
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
活
支
援
員 

松
本
蛍
太 

令
和
４
年
の
７
月
か
ら
発
達
障
害
連
続
講

座
を
受
講
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

１
回
目
の
講
義
で
は
「
発
達
障
害
と
は
何

か
、
適
切
な
支
援
方
法
と
は
ど
う
い
う
も
の

か
」
と
い
う
題
材
で
、
ま
ず
発
達
障
害
と
は

脳
の
働
き
の
一
部
分
の
不
全
や
違
い
に
よ

り
起
こ
る
も
の
だ
そ
う
で
す
。 

ま
た
、
主
な
障
が
い
例
と
し
て
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ

（
注
意
欠
如
多
動
症
）、
Ｓ
Ｌ
Ｄ
（
限
局
性
学

習
症
）、
Ａ
Ｓ
Ｄ
（
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
）

の
３
種
類
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

い
ず
れ
も
適
切
な
支
援
方
法
は
違
い
Ａ

Ⅾ
Ｈ
Ｄ
の
方
は
最
後
ま
で
や
り
き
る
経
験

を
積
む
事
や
褒
め
る
事
が
重
要
と
さ
れ
、
Ｓ

Ｌ
Ｄ
の
方
は
計
算
や
書
く
事
を
苦
手
と
し

ま
す
が
、
聴
覚
・
視
覚
情
報
に
優
れ
て
い
る

の
で
聴
覚
・
視
覚
的
支
援
を
行
う
事
が
重
要

で
す
。 

そ
し
て
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
方
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
苦
手
と
し
、
抽
象
的
な
文
面
や
発

言
か
ら
そ
の
背
景
を
汲
み
取
る
こ
と
が
難

し
い
の
で
具
体
的
に
肯
定
的
な
言
葉
で
伝

え
る
事
が
重
要
だ
そ
う
で
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
支
援
方
法
が
違
う
様
に
も
思

え
ま
す
が
、
共
通
認
識
と
し
て
そ
の
方
の
性

格
を
知
る
事
が
大
事
だ
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。 

 

２
回
目
、
３
回
目
の
講
義
で
は
Ａ
Ｓ
Ｄ
の

方
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
「
学
習
ス
タ
イ
ル

に
応
じ
た
支
援
の
組
み
立
て
、
学
び
方
に
基

づ
く
支
援
の
組
み
立
て
」
と
い
う
題
材
で
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
交
え
他
施
設
職
員
と
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

伝
達
手
段
は
何
か
、
学
習
を
提
示
す
る
適

切
な
時
間
、
場
所
は
ど
う
す
る
か
、
開
始
の

合
図
・
終
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
ど
う
す
る
か

を
色
ん
な
場
面
の
問
題
形
式
で
分
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

普
段
支
援
す
る
中
で
難
し
い
部
分
ま
で

深
く
意
識
せ
ず
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
の
講
義
で
そ
れ
ぞ
れ
得
意
・
不
得

意
な
分
野
は
様
々
で
あ
る
事
、
ル
ー
テ
ィ
ン

を
取
り
入
れ
る
事
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
生

活
、
混
乱
や
興
奮
、
自
傷
、
他
害
に
繋
が
る

リ
ス
ク
も
軽
減
で
き
る
事
、
ま
た
、
そ
の
都

度
適
切
な
支
援
を
利
用
者
に
合
わ
せ
な
が

ら
変
更
し
て
い
く
こ
と
も
大
事
だ
と
知
る

い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。 

 

私
自
身
、
障
が
い
者
施
設
に
従
事
し
て
ま

だ
４
年
程
で
す
。
利
用
者
の
方
々
に
楽
し
く

過
ご
し
て
も
ら
え
る
様
、
自
分
も
楽
し
み
な

が
ら
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11/23 

 4 年ぶりに開催された本町ふるさとまつりに参加

しました。南海寮は例年おなじみの焼きとうもろこ

しと、日々の作業で作成した手芸品や木工品、花苗

などを販売させていただきました。当日は季節外れ

の暖かさで利用者さんもゆっくりとお祭りを楽しむ

ことが出来ました。 

全国の病院・福祉施設でホスピタルライブを開催されて

いる「歌う坂本龍馬」こと松尾貴臣さんが 5年ぶりに南海

寮にいらっしゃいました。当日は皆さん馴染みの童謡や歌

謡曲を披露してくださり、会場は歌に踊りに大盛り上がり

でした。 

 12/5 

 12/7 

毎月利用者さんの楽しみである行事の一つです。楽しみ過ぎて菓

子販売の日は朝からソワソワする方も…。これまで田中飴本舗様に

商品の準備から販売までご協力いただきましたが、12月の販売をも

って終了となりました。名残惜しいですが、長い間ありがとうござ

いました。またいつでも遊びに来てください。 

2023NOV.〰2024JAN. 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
12/6

～17 

 1/9 

 12/14 

南海寮グループホームの世話人として勤務されている堤田美枝子さ

んの木彫・かずら工芸品展がギャラリー四季で開催されました。草花を

モチーフにしたベンチや姿見など 40 点以上の作品を展示され、趣味の

域を超えた作品の数々に皆さん見とれていたようでした。 

年末恒例の一大イベント。朝からの餅つきは天草警察

署の署員さんにもご協力いただき、美味しいお餅がたく

さん出来ました。昼食には豪華な食事を囲んでの食事

会。飲んで、食べて、歌って、楽しく一年を締めくくる

ことができました。 

年男、年女による火入れでスター

ト！パンパンと音を立て勢いよく燃

え上がり、今年一年の無病息災をみん

なでお祈りしました。年末についた餅

も美味しく頂きました。 



 

 

 

 

 

 

新年 

企画 

年男、年女

今年の抱負



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回 132号の広報紙でもご紹介させて頂きましたが、あいむでは生産活動の一環で手芸品の制作に取り

組んでいます。主に手先が器用なＴさんがコースターや、巾着、ランチョンマット、ポーチ等、作り方の動

画を視聴しながら上手に作られています。今回あいむの商品を初めて地域の販売会で販売させて頂きまし

た。沢山の方に商品を手に取ってみてもらうことができ、お客様より「かわいいですね。」「上手に作ってあ

りますね。」と嬉しいお言葉を頂きました。また、新しい商品希望として「ファスナー付きのポーチが欲し

い。」「大きなバッグが欲しい。」等、多くのご要望も頂きました。 

 現在、いただいたご要望やご意見を踏まえ、巾着と別に「蓋付きポーチ」と「大きなバッグ」の作製に挑

戦しています。形が大きくなり、手芸パーツが増えると制作が難しく、苦戦することもありますが T さん

も職員に尋ねながら二人三脚で頑張っている最中です。 

 今後も新しい商品作りを行い、販売会にも商品を沢山並べられるように頑張っていきたいと思います。今

後もあいむの商品を「あいむだより」でご紹介したいと思います♪ 

 

本町ふるさと祭り 

 

ここらす販売会 

 

～新商品作製中～ 

バッグ 

中 彩乃さん 

～成人（20歳）を迎えられました～おめでとうございます～ 

 

Tさんが制作した 

 
手芸品 

金子 甲斐さん 重村 佑京さん 渡辺 彩音さん 

1月 13日～18日、南海寮の原田公子看護師が、能

登半島地震に伴う災害支援に JMAT（日本医師会災害

医療チーム）の一員として参加してきました。 

紙面の都合上、今号ではご紹介のみとなりますが、

次号で詳しくレポートしたいと思います。 


